
金
滞
官
邸
志
巻
廿

一
.
野
茶
月
桃
に
可
"仕
事
。

+相就
ν
被
品仰
向
-
御
家
中
申
飼
候
。
民
主
よ
り
如
何
様
之
断
有
ν
之
候

共
‘
代
銀
不
z
柏
市
聞
取
一
以
前
、
安
物
諮
問
敷
候
。

少
之
聞
に
而
茂
懸
銀
仕

置
候
者
可
ν
潟
a
州
事
↓
但
し
直
段
位
不
嗣
分
は
、
寸
日
之
内
代
銀
務
取

可
v
申
候
。
A
n
削
地
町
方
念
度
可
ν
被
=
申
渡
-
者
也
。

本
多
安
易
守
等
八
人
連
名

辰
八
月
十
日

卑
見
七
左
街
門
殿

岡
間
十
宕
街
門
敗

叉
同
九
年
二
月
晦
日
算

m場
よ
り
の
建
岱
に
‘
河
北
郡
潟
端
百
姓

北
ハ
‘
鯉
之
子
大
分
に
取
り
町
へ
出
巾
旨
。
向
後
鰹
之
子
取
候
者
、
潟

へ
放
し
候
桜
K
.
念
皮
可
レ
被
a
巾
波
吋
と
い
ふ
事
等
見
h
た
り
。
右
は
、

是
よ
り
さ
き
草
加
主
よ
り
、
純
一
の
子
を
多
く
河
北
潟
へ
放
さ
れ
た
る
故

な
り
し
と
附
ゆ
。
叉
町
合
所
横
目
肝
前
…
絡
事
周
回
記
K
.
左
の
先
舎
を

戦
せ
た
り
。ふ

り
う
り
先

て
と
あ
ぢ

一
、
と
し
い
ら

一
、
と
か
ま
す

て
と
が
れ
い

て
や
わ
い
が
に

て
と
づ
く
ら

一
、
と
は
ま
ぐ
り事

傘
を
一
・
本
携
へ

て
.
日
本
時
分
飾
荷
の
問
屋
へ
行
き
て
‘
傘
御
民
被
v

成
開
放
敗
、
下
芭
k
m
H
可
ν
中
と
云
ふ
。
内
に
は
悶
燈
の
如
く
花
火
を

と
も
し
て
.
各
飯
を
喰
ひ
て
居
た
り
。
傘
下
直
に
資
ら
ん
と
い
ふ
を

聞
き
て
.
町
民
ム
べ
し
と
い
へ
ば
、
則
是
に
て
候
と
品
砕
を
聞
き
て
見
せ
、

共
の
陰
よ
り
飾
術
二
つ
取
制
し
た
り
。
扱
品
早
は
芭
段
の
出
入
陀
て
不
v

開H
K
防
り
、
脇
田
は
雛
泣
く
取
っ
た
り
け
り
。
問
屋
陀
は
ゆ
め
に
も
不
ν

知
‘
足
紐
等
は
宿
へ
飾
り
て
、
大
勢
寄
合
ひ
料
理
し
て
喰
ひ
た
り
。

判
例
一
つ
に
鋭
七
本
宛
在
り
て
‘
十
四
本
の
飾
友
る
が
ゆ
土
陀
‘
宿
等

へ
も
荻
録
ひ
た
り
。
掠
諜
日
商
人
荷
物
を
馬
民
付
け
ん
と
す
る
に
、

二
荷
不
足
し
た
り
。
不
思
議
な
り
と
て
.
町
奉
行
へ
断
る
。
奉
行
よ

り
町
中
へ
飼
れ
け
る
に
・
彼
の
足
艇
の
稲
井
に
隣
家
の
者
共
・
宿
併

の
役
人
ま
で
も
、
抽
出
を
部
山
K
取
彼
ひ
た
る
に
不
訴
を
立
て
穿
酎
症
に

成
り
た
れ
ば
、
早
法
白
紙
し
て
則
追
放
に
成
り
た
り
。
と
あ
り
。
今

按
宇
る
に
‘
彼
の
足
制
の
師
匠
な
る
能
人
次
郎
兵
衛
は
.
元
関
東
上

野
泣
所
の
百
姓
な
り
し
が
.
仲
町
賊
の
秘
術

E
前
橋
泣
町
川
の
民

坊
主

よ
り
相
仰
せ
し
も
の
な
る
に
依
っ
て
、
忍
者
の
鎮
め
に
利
常
卿
扶
持

米
川
棚
は
り
‘
御
小
人
民
成
り
た
る
底
、
究
来
十
七
年
他
問
機
兵
衡
を

彼
の
弟
子
共
忍
び
込
み
夜
討
に
せ
し
ゅ
車
、
成
政
の
沙
汰
を
間
宮
、

金
海
古
政
志
傘

廿
三

七
O 

右
色
-H

之
者
多
く
会
候
て
、
御
定
之
魚
屋
内
H
不
ν
申
時
節
は
‘
振
賀
仕

候
4
4
迄
陀
資
渡
し
可
v
申
、
み
せ
K
出
し
不
ν
由
叩
候
採
可
ν
被
昌
仰
波
司
候
。

見
せ
う
り
究

一
、
と
さ
ば

て
い
わ
し

一
、
き
じ
だ
ら

一
.
つ
の
じ

』、

ぐ

て
た
ち
う
を

一
、
と
の
し
ろ

て
あ
か
え

右
者
色
々
さ
か
な
多
く
会
候
て
、
御
定
魚
屋
川μ
不
'
巾
節
は
.
腕
物

干
物
う
り
刻
扱
間
H
K
資
波
し
可
ν
巾
・
候
。
此
外
生
希
み
せ
へ
出
し
不
ν

申
桜
陀
可
v
被

i

一
仰
波
-
候
。
以
上
。

午
五
月
十
日

右
は
冗
文
六
年
也
。
文
雨
品
川
問
屋
給
銀
五
武
宛
の
成
、
卒
mm
七
年
よ

り
新
銀
四
賞
五
百
白
宛
の
旨
、
六
年
十
二
月
廿
八
日
被
ι
仰
波
-
と
あ

り。O
魚
問
屋
侮
話

闘
屋
政
容
古
兵
談
陀
一
耳
ム
。
微
妙
公
御
隠
居
の
時
分
、
金
揮
の
役
人

共
小
松
陀
詑
居
た
り
。
帥
倒
山
城
州
の
足
経
K
.
盗
人
'
次
郎
兵
術
の
弟

子
あ
り
。
或
年
の
寸
一
月
の
頃
‘
下
よ
り
鈎
の
荷
物
部
山
陀
登
り
来

る
。
彼
の
足
鞭
之
を
取
ら
ん
と
忠
ひ
‘
力
企
あ
る
者
を
前
人
同
組
し、

安
子
供
を
一
巡
れ
て
金
保
を
立
退
吉
、
下
越
後
新
開
国
間
領
鴨
村
と
云
ふ

mk止
宿
せ
し
を
取
巻
き
け
る
に
‘
灘
ν
遁
や
思
ひ
け
ん
。
老
父
斐
子

主
ば
指
紋
し
、
我
が
身
は
鍛
地
に
て
死
し
た
る
由
‘
三
蕊
紀
に
峨
せ

た
り
。

O
近
江
町
之
穴

開
出
仰
陀
一
耳
ふ
。
背
此
の
地
陀
藩
侯
館
所
用
の
h

畑
山
内
岬
を
貯
へ
し
穴
あ

り
。
誕
の
地
は
町
内
行
切
り
の
小
即
時
の
奥
に
て
、
今
も
共
の
小
路
を

穴
と
呼
べ
り
。
是
モ
の
遺
名
也
と
い
ひ
仰
へ
た
り
。
町
品
問
所
官
紀
に

載
せ
た
る
、

E
徳
五
年

十
月
十
七
日

魚
問
屋
野
々
市
屋
八
郎
右
術

門
・同
沖
津
屋
吉
郎
兵
街
雨
入
よ
り
町
奉
行
へ
の
願
書
花
、
毎
朝
御

用
之
御
精
銅
小
釧
・
き
す
・す
ピ
き
伊
勢
鯉
・
と
ち
・
ほ
う

λ
¥・は

ち
め
石
首
魚
。
か
れ
い
あ
ぢ
し
も
あ
ぢ
・
た

τ貝
あ
か
貝
・
柴
酬
明
・

あ
わ
び
・
あ
た
か
辛
螺
・
か
も
・
小
嶋
・
し
ぎ
駁
い
わ
し
館
、
右
ロ
m
k

毎
朝
英
御
滋
所
持
下
之
御
屋
敷
御
際
看
板
に
野
上
申
庭
、
御
用
手
間

陀
付
・
越
中
能
州
へ
被
a
仰
波
-
手
間
不
a
相
成
-
械
に
器
v
願
一
耳
々
。
と

あ
り
。
御
腿
看
板
と
は
、
共
の
自
民
蒋
侯
館
所
用
に
可
a

相
成
-
前
販
の

也
…
ぬ
貝
類
の
中
、
時
開
浦
よ
り
巡
迭
す
る
品
々
を
ば
叡
札
に
飽
縦
致

し
、
入
別
の
有
無
主
伺
ひ
け
る
を
い
へ

H
。
究
班
四
年
九
月
の
定
性

七




